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釧路町
釧路町の概要 企業版ふるさと納税プロジェクト

大正9年旧釧路町 （現釧路市）から
分村、その後、昭和30年に昆布森村と
合併し、新「釧路村」となり、昭和55年の
町制施行により釧路町となりました。
2024年6月現在 世帯数 9,687世帯

人 口 18,499人

本町の魅力と特性を活かした町内外の企業に対する誘致活動を行い、新た
な雇用の創出と地域経済の活性化を図るとともに、企業等との連携による
産業の振興、雇用の確保等に取り組み、あらゆる世代の町民が働きやすい
環境をつくります。

釧路町に新たな人の流れをつくる事業釧路町に新たな人の流れをつくる事業

釧路町に安定した雇用を創出する事業釧路町に安定した雇用を創出する事業

本町の大きな魅力となっている豊かな「自然や景観」「食」のPRを一層
進め、観光振興による交流人口の拡大を図るとともに、明確なターゲット
の想定に基づいた適切な魅力発信による関係人口の創出・拡大、定住人口
の維持と流入人口の増加を目指します。

釧路町で安心して産み育てることができる環境をつくる事業釧路町で安心して産み育てることができる環境をつくる事業

子どもを産む世代が安心して出産・子育てを行うことができるよう、切れ
目のない支援の維持・充実を図るとともに、社会で活きる力を育て、新し
い時代に対応できる人を育む教育の実現に取り組み、本町で安心して産み
育てることができる環境をつくります。

ずっと住みたい、住み続けたい釧路町をつくる事業ずっと住みたい、住み続けたい釧路町をつくる事業

本町で暮らす全ての町民が、住み慣れた地域において、お互いに役割を持
ち、ともに支え合いながら、安心・安全に暮らすことができるよう、総合
的な防災・減災対策づくりを推進し、町民参加と協働のまちづくり、ス
ポーツ・文化を核とした地域の活性化と交流に取り組み、町民が「ずっと
住みたい、住み続けたい釧路町」をつくります。

【釧路町】企業版ふるさと納税募集案内
http://www.town.Kushiro.lg.jp/information/20304/
00012/210114350509.html

プロジェクトの詳細は以下サイトにてご確認できます。

世界的に貴重な釧路湿原国立公園と太平洋沿岸の厚岸霧多布
昆布森国定公園といった自然に恵まれ、一方で国道沿いには郊外
型商業施設が立ち並び、自然と住民生活の共存を目指しています。

町内には、イタリアのミラノ万博に出店し、北海道で唯一『本場の本物』
(※)に選ばれた、身薄で柔らかいことが特徴の「棹前昆布」をはじめ、時鮭
（トキシラズ）、仙鳳趾（せんぽうし）産牡蠣などの魚介類のほか、肌が
白くなめらかで、綺麗な見た目と噛んだ時に 果物のようなみずみずしさや
甘さが感じられるのが特徴の「釧路ほくげん大根」、白かぶ、トウモロコシ
などの特産品があります。※一般財団法人食品産業センターが認証する地域
食品ブランドの表示基準

次頁に緊急募集プロジェクトあり次頁に緊急募集プロジェクトあり
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緊急募集プロジェクト

プロジェクト名プロジェクト名

森のこんぶ緊急支援事業「昆布の危機を救う」

プロジェクト概要プロジェクト概要
釧路町には、昆布が生い茂る昆布の森「昆布森」があり、 昆布
の産地として有名です。本格的な漁の開始（棹（さお）入れ）前
の6月に採れる昆布は「棹前（さおまえ）昆布」といい、7月以降に
採れる成熟した昆布にくらべ、身が薄く、柔らかくなるため、食べる昆布
として昆布巻やおでんなどで親しまれています。
近年、地球温暖化による海水温上昇の影響を受け、根が弱まったり、
雑海藻の繁殖昆布の成育環境を圧迫されたりし、令和6年は、地元
漁協の調査にて昆布の資源量が減少し、育成が必要との判断がなさ
れ、棹前昆布漁が中止なされました。漁の中止は過去に記録がありま
せん。
釧路町では、この課題に対処するため、雑海藻を駆除する事業を
実施しています。作業は、人の手による手作業によるもので、膨大な
人手と時間を要すものであり、今回、その事業資金を募集するもの
です。

寄附を期待する事業者寄附を期待する事業者
・釧路町に地縁やゆかりのある事業者。
・釧路町の取り組みに共感、応援いただける事業者。
・昆布の卸・小売りを行う事業者。
・昆布を原料とする食品（おでん昆布、昆布巻等）を製造
する食品製造・加工事業者。

寄附に対するベネフィット寄附に対するベネフィット

・釧路町ホームページに企業名を掲載。
・当行にて地域貢献良好事例としてニュースリリース等により
報告させていただきます。


